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Abstract
Argulus coregoni Thorell, 1864 was collected from 

the body surface of ayu, Plecoglossus altivelis altivelis 

(Temminck and Schlegel, 1846), in the Asuwa River, a 

tributary of the Hino River, one of the major Kuzuryu 

River tributaries, in Fukui Prefecture, central Japan in 

July 2022. Four (14.8%) of the 27 ayu examined were 

each infected by a single female of A. coregoni. Re-

garding this species from Fukui Prefecture, there is 

only a short report published in 1964 about its occur-

rence on masu salmon, Oncorhynchus masou masou 

(Brevoort, 1856), in an unknown stream. The present 

collection represents the second record of A. coregoni 

from Fukui Prefecture and its first record from ayu in 

the prefecture.

はじめに
チョウモドキ Argulus coregoni Thorell, 1864 は 

淡水魚の体表に寄生するチョウ属エラオ類の 1種

である （長澤，2009；Nagasawa, 2011）．本論文の

第一筆者（長澤）は，チョウモドキの地理的分布

と宿主利用を解明するため，2000年代から日本

各地で調査を行っている．特に，本州中央部の長

野県（長澤・河合，2015），愛知県（Nagasawa et 

al., 2018），岐阜県（Nagasawa et al., 2018；長澤・

森川，2019b；長澤ほか，2020, 2021；Nagasawa 

et al., 2022），三重県（Nagasawa et al., 2018；長澤・

森川，2019a），滋賀県（長澤，2009；Nagasawa et 

al., 2018；長澤・河合，2019）で調査を進め，河

川の流れに沿ったチョウモドキの宿主利用に関す

る多くの知見を得た．それを要約すれば，チョウ

モドキは河川上流域でサケ科魚類，中・下流域で

アユPlecoglossus altivelis altivelis (Temminck and Schlegel, 

1846)を主要な宿主として利用することを明らか

にした．

一方，共同研究者の支援を得て，チョウモド

キの地理的分布に関する調査を現在も継続してい

る．最近，本論文の第二筆者（森川）は，福井県

足羽川産アユからエラオ類の標本を採取し，それ

は第一筆者によってチョウモドキに同定された．

本種に関して，福井県では加藤（1964）による簡

単な報告があるのみで，知見は極めて限られてい

る．そこで，足羽川産アユから得られたチョウモ

ドキを福井県における第 2記録として報告する．

材料と方法
2022年 7月 17日，福井県福井市大久保町を流

れる足羽川（36°01ʹ06"N, 136°20ʹ54"E）において

友釣りでアユを漁獲し，各尾の体表におけるエラ

オ類の寄生を肉眼で調べた．足羽川は，九頭竜川

水系に属する日野川の支流である．エラオ類の寄

生を認めた際には，指でアユの体表から採取して，

持参した 70%エタノール液で固定した．この標

本を後日，静岡市にある水族寄生虫研究室にて木
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製スライド法（Humes and Gooding, 1964；Benz 

and Otting, 1996）により実体顕微鏡（Olympus 

SZX10）と生物顕微鏡（Olympus BX51）を用い

て観察し，Hoshina（1950）や長澤・谷口（2021）

を参照してチョウモドキに同定した．チョウモド

キ標本は後日，茨城県つくば市にある国立科学博

物館の甲殻類コレクションに収蔵する予定である．

結果
漁獲したアユ 27尾（全長約 17–18 cm）のうち，

4尾（14.8%）の体表にチョウモドキの寄生を認

めた．各 1尾に 1個体のチョウモドキが寄生して

いた．採取した 4個体のチョウモドキはすべて成

体雌で，全長（背甲前端から胴部後端までの長さ）

8.6–9.1（平均，8.9）mm，背甲長（背甲前端から

側葉端までの長さ）5.9–6.8（6.4）mm，体幅（背

甲最大幅）5.6–6.1（5.9）mmで，卵巣内に卵を

有していた（Fig. 1）．

考察
福井県からチョウモドキを最初に記録したの

は加藤（1964）で，雑誌『採集と飼育』にヤマメ

Oncorhynchus masou masou (Brevoort, 1856)の体表

から採取した数個体の写真を添えて報告した．そ

の記述は極めて簡単であるが，寄生状況に関して，

一河川で釣獲した約 10尾のヤマメはほとんどが

寄生を受け，1尾に 2個体が寄生することがあっ

たと記している．加藤（1964）は採集地名を示さ

なかったが，隣の岐阜県における最近の研究成果

（Nagasawa et al., 2022）に基づけば，上記の記述は，

福井県の河川上流域に生息するヤマメやイワナ

Salvelinus leucomaenis (Pallas, 1814)にチョウモド

キが寄生することを示すものであろう．このこと

に関して，九頭竜川上流の支流，石徹白川は福井

県と岐阜県の両県を流れ，岐阜県内の上流部に生

息するヤマメ，イワナ，両種の自然交雑魚にチョ

ウモドキの寄生が実際に確認されている

（Nagasawa et al., 2022）．

今後の研究課題を記せば，福井県におけるチョ

ウモドキの分布と宿主利用の実態を明らかにする

ために，河川中・下流域のアユとともに，上流域

のサケ科魚類を調べることが必要である．また，

Fig. 1. Argulus coregoni, adult female (8.7 mm long), from the body surface of ayu, Plecoglossus altivelis altivelis, in the Asuwa River, Fukui 
Prefecture, central Japan. Ethanol-preserved specimen. A and B, dorsal and ventral views, respectively. Scale bar: 3 mm.
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チョウモドキの宿主特異性は厳密でなく，河川下

流のアユ生息域ではコイ科魚類にも寄生すること

があるため（長澤・谷口，2021），できるだけ多く

の魚種における寄生状況を調べることが望ましい．
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